




























































































































そこで、筆者が担当する歯科衛生科（一年生）の宗教 関す 意識と、亜満利磨が「宗教心は豊か のである。た












人類は、 みずからの 「知」 によって優れた技術を生み出し、 物質的繁栄をもたらしました。しかし、 その一方で、








　〈釈尊降誕会〉 （４月８日）仏教の開祖釈尊（お釈迦さま）の誕生を祝う行事。　〈精霊祭〉 （７月初旬）過去一年間に亡くなった学園関係者の魂を迎え、供養する行事。　〈御征忌〉 （
10月
12日～


















                                        　
  〈教育の目標としての望ましい人間像〉　
ところで、 歯科衛生科ではどのような歯科衛生士を育てようとしているのであろうか。上述した建学の精神を基に、
歯科衛生科のカリキュラムポリシーについて「歯科衛 科では、建学の精神に基づき深い教養と良識ある歯科衛生士を育成するため 教育課程を編成して る（後略） 」と示されている（平成
26年度歯科衛生科授業計画より）が、こ









































































































































































































































































































































＊今まで宗教は自分と無関係だ 思っていたが、生活の中に深く関わっていることに気づいた。＊日本と違って、世界では宗教が暮らしに大きく影響して ると思った。＊宗教に対する日本人の常識が世界では通用しないと聞い 驚いた。 もっ 世界の宗教 ついて知りたいと思った。＊ひとつの国の習慣や価値観や決まりの背景に宗教があると知り、いろ ろな国の宗教について知りたくなっ＊宗教を学ぶと洗脳されると思っていたが、そんなこ なく 興味がわいてき＊宗教には関心がなかったが、今 の講義を聞いてもっと身近 もの して考えなければいけな と思った。＊相手の宗教を知ることは相手を気遣うことにつな るのではないかと深く考えさせられ＊自分の生活にも宗教が関係してい ことがわかって 宗教を身近に感じた。＊今までは宗教に興味がなかったが、世界がグローバル化しているので、 ろいろな宗教のことを知らな と大
きな問題になることもあると思った。






















































































く伝えているので ないかと思った。 「いのち」 の真理などは理解するのが難しいけれど、 お釈迦さまは偉大だと思った。
＊仏教の教えや特徴について知り、今までの仏教のイメージが変わりました。私は他の宗教と同じだと思っ い
ましたが、実際はあまり宗教という感じがしませんでした。ふだん、あまり自分の「いのち」につ て考えることはありませんでしたが、今回の話を聞いて、自分の代わりになる「いのち」はないんだというお釈迦さまの教えに考えさせられました。
＊お釈迦さまが言っていること 誰 でもあてはまることだから、どんな人でも学びやすいので ないか 思い

























そして、 道元禅師の著書である 『典座教訓』 や 『赴粥飯法』 をも にした調理や食事の際の心構えについての説明には、










































示すこともわかった。初めに紹介した阿満利麿やネルケ無方が指摘していること にもあてはまることが受講後に提出する出席カ ドの記述から確認で た。  そこで、 「宗教心は豊か のである。ただ、その宗教心を〈特定の宗教〉に限定されることに抵抗がある」という

























　（８）佐藤達全「坐ることは生きること」 （曹洞宗宗務庁発行『禅の友』平成六年 〇月号掲載）　（９）このことに関しては保呂篤彦「大学生への宗教 育」 （筑波フォーラム
76号、二〇〇七年六月発行）参照。
